
『そらまめくんのベッド』 

なかや みわ/   

さく・え  

福音館書店  ： 

 そらまめくんの宝物

はふわふわベッド。だ

れにもつかわせたくあ

りません。ところがある日、

そのベッドがなくなってし

まったのです。やっと探しあ

てたベッドには・・。 

 思いがけない展開と、最

後にはそらまめくんのベッド

でぐっすり眠るお豆さんたち

の幸せそうな寝顔にほっと

します。  

 他に『そらまめくんとめだ

かのこ』などがあります。 

  パパたちは遊ばせ上手!   

 Aちゃんとパパがプレイルー

ムで遊んでいました。おも

ちゃを出して遊んだり、幼児

向けのビデオを観ながら一

緒にうたったり、歌に合わせ

て踊ったりしています。歌も

踊りも完璧です。 

 そこにKちゃんとパパもやっ

て来て、一緒に遊びはじめま

した。AちゃんもKちゃんもと

てもうれしそうです。   

 パパたちはとても遊ばせ上

手ですね。そばにいた私たち

もニコニコ顔になってしまい

ました。 

新潟県立がんセンター新潟病院東７小児科お話ボランティア おひさまだより 第８号 ２０１３年７月  

えほんの紹介
  小さなおともだち 

絵本アンケート 
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 あやママ『そらまめくんのベッド』   ：      

 私は、両親が共働きで、弟、妹が生まれて忙しかったの

か・・・絵本を読んでもらったりとか子どもの頃の絵本に関

することをどうしても思い出せません。でも、そんな忙しい

両親の代わりに祖父母のそばで布団を並べ、「とんとん 

むかしあったとさ・・」とたくさんの昔話を聴きながら眠りにつ

いた思い出があります。 

 今、私も二児の母となり、まだ字が読めなくてもすぐに子どもの手の届くところに絵本を

置くようにし、できるだけ寝付く前には、子どもが選んだ本を読み聞かせするようにしてい

ます。 

 その中で長女が一番気に入っていた本が『そらまめくんのベッド』です。娘が三歳の頃

入院していた時に、保育園の担任の先生がお見舞いに持ってきてくれた本の一冊でし

た。ちょうど保育園でも少しずつお友達と関わりながら遊べるようになった時期で、本を

読んで少し相手を思いやるやさしい気持ちが芽生えたように感じます。「そらまめくんの

ベッドって、どんななの? 」興味をもった娘にそらまめを買ってきて、さやをむくお手伝い

をしてもらいました。「わぁー、ほんとだー! ! ふわふわして気持いいね～」そらまめの初

めての感触と実物を見た喜びですごく笑顔になったこと、今でも印象に残っています。こ

れを機に、小さなエプロンつけた小さなママが台所に来てくれるようになりました。そして、

今ではその長女が次女に読み聞かせをしてくれ、そばで私も聞かせてもらっています。  
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